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要旨 ：本研究 は 、 S 梁が RC 柱 を貫通す る混合構造 の 接合部性能に関する もの で ある 。

接合部形状 をパ ラ メ
ー

タ とした 加力実験 の うち、特 に接合部破壊 を生 じた 15体の 試験体

を対象 に、接合部の 破壊形式，耐力 に つ い て検討を行 っ た。そ の 結果、接合部 の 破壊形

式は、接 合部 を構成す るウ ェ ブ，コ ン ク リ
ー

ト，ふ さ ぎ板の 破壊過程や変形性状 、お よ

び柱 コ ン ク リ
ー

トに対する S梁の め り込み量か ら概ね推定で きる こ と 、 接合部の せ ん 断

耐力は既往の せ ん 断耐力算定式で ほぼ評価 で きる こ と、直交梁 や厚い ふ さ ぎ板 、 梁フ ラ

ン ジ上部 に取 り付 けた ア ン グ ル が支圧抵抗 に有効で ある こ とが 明らか とな っ た 。
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　 1 ．は じめ に

　柱 RC 梁 S 混合構造 の 柱梁接合部で は、水平荷 重時 に S 梁 が RC 柱 を こ じ る支圧作用 が働 く。

こ の 作用 は 、接 合部の 剛性 ， 耐力、お よ び架構の 履歴 性状 に大 きな影響を及ぼす こ とが 知 られ て

い る 。 接合部の デ ィ テ
ー

ル に よ っ て は 、
こ の 作用 に よ りコ ン ク リ

ー
トが支圧破壊 し て 接合部 の 耐

力が 決定 さ れ る こ とが あ る 。 しか しなが ら、こ の 支圧破壊 に つ い て は、ど の よ うな破壊経過や耐

力 を示すか 、また 接合部 の せ ん 断破壊 に お ける破壊性状 とど の よ うな差異 があ るか と い っ た点に

つ い て は必ず しも明 らか に され て い な い 。

　そこ で 本論文は、筆者等が 行 っ た柱 RC 梁 S 接合 部の
一連の 加力実験 （HB1 〜HB4 シ リ

ーズ ）

［1 】の うち 、 特 に 接合部破壊 を生 じた試験体 を対象 と して 、 接合部の 破壊形式，耐力 に つ い て検

討 を行 うもの で ある 。

　 2 ．実験概要

　 2 ． 1試験体 お よ び使用材料

　図 一 1 （1）〜（4）に試験体 の 接合部形状 を示す 。 同

図（1）は 直交梁 を設 け接 合 部 を鋼板 （ふ さ ぎ板）で

覆 っ た タ イ プ で ある 。 同図（2）〜（4）は直交梁 の 無 い

タイ プ で あ り、 図（2）は ふ さ ぎ板 の み で 、図 （3）は ふ

さぎ板 と梁 フ ラ ン ジの 両端に ア ン グ ル を取 り付けた

も の で あ る 。 同図（4）は、ふ さぎ板 が な く梁幅に 鋼

板 （支圧 プ レー ト〉を設 け、
フ ープ を梁 ウ ェ ブ に 溶

接 して い る 。 なお 、梁鉄骨お よ び柱主筋は、い ずれ

も接合部 を貫通 し て い る 。

　 表 一 1 に試験体 一覧 を、図
一 2 に 試験体図 を示

す 。 試験体は 実大の 1／2〜1125 を想定 した合計 15体

歎
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で あ る 。 柱 と梁の せ い の 比DcA ）b は 1．00〜，1．21で あ り、柱 と梁の 幅の 比Bc1Bb は 3．18
，
35 で ある 。

　表一 1 内 に 加力 時 に行 っ た材料試験 に よる コ ン ク リ
ー

ト強度 σ B を示す 。 コ ン ク リ
ー

ト強 度は

σ B ＝ 258 〜331k 剖cm2 で ある 。 また、 コ ン ク リ
ー ト打設 は縦打 ち と し、柱 と接合部は

一
体打 ちと し

た 。 表
一 2 に 鋼 材の 材料試験結果 を示す 。

　 2 ． 2 実験方法

　加力方法 は 、 図
一2 に示す ように柱 の 反曲点位置 を ピ ン支持 し、左右の 梁の 反曲点位置 を油圧

ジ ャ ッ キに よ り上 下方向に載荷す る方法であ る。 柱の 軸力 は 、 HB1 シ リ
ーズ で は軸力比 η で 0．2、

HB2 ，　 HB4 シ リーズ で は η で 0．05 と して い る 。 加力ル ール に つ い て は 、接合 部耐力 を確認す る た

め に 、 変形 角1／150で正 ， 負方向に 3 回繰返 した後 、 変形角 1／20 まで 単調載荷す る 方法 と した 。

　変形測定 と して は 、 接合部の 変形性状 を把握する こ とを主眼 と して、図
一 3 に示す位置で コ ン

ク リー ト
，

ウ ェ ブ
，

ふ さ ぎ板 の 動 きをそれぞ れ測定 した 。
コ ン ク リ ートの せ ん 断変形角γ c は 、 接

合部 の 嫻 （柱面 か ら25   の 梁 フ ラ ン ジ 中心位置）に 約100  の 深 さ で 埋 め込 んだ長 ね じの 動

きか ら測定す る もの で 、外部 コ ン ク リー トの 変形角 を表 し て い る 。 また 、梁 ウ ェ ブ で は 、柱 面 お

よび梁 フ ラ ン ジ 内面か らそ れぞ れ25  の 位置 の 4 点、同様に 、 ふ さぎ板 で は 、 柱面お よ び ふ さ

ぎ板端部 か らそ れぞ れ25   の 位置 の 4 点 の 動 きか らせ ん 断変形角 γ w ， γfを測定 した。

　　　　　　　　　　　　　　　　 表一 1　 試験体一覧
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と の

対 応

破
壊
形

式

HBl −12750 且75035035029859 ．254 ．5350 × 100x 　6x2269 ．91 ．03545 無 2B
HBl −2 ↑ ↑ ↑ ↑ 33162 ．1572 ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 2B
HBl −3 ↑ ↑ ↑ ↑ 27657 ．352 ．7 ↑ ↑ ↑ ↑ 2．3 ↑ 2B
HBI4 ↑ ↑ ↑ ↑ 27557 ．352 ．6 ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 2B
HBI −5 ↑ ↑ ↑ ↑ 29959 ．354 ．6 ↑ ↑ ↑ ↑ 一一．一一 ↑ 4B
HBI −6 ↑ 29559 ，054 ，3 ↑ 4 ，5 1s
HB2 −3 ↑ ↑ ↑ ↑ 31363 ．457 ，9330 × 100 × 6x2261 ．0106 ↑ ↑ 1S
HB2 −5 ↑ ↑ ↑ ↑ 32161 ．757 ．6290x100 　x 　6 × 2251 ．61 ．21 ↑ ↑ ↑ 1S
HB2 −6 ↑ ↑ ↑ ↑ 31963 ．458 ．2330 × 100x 　 6 × 2261 ．01 ．06 ↑ 2．3 ↑ 1S
HB4 −1 欄 ↑ ↑ ↑ 26353 ．057 ．1330 × 110 ×　6 × 2268 ，21 ．063 ．184 ．5 ↑ 1S
HB 牛 2 ↑ ↑ ↑ ↑ 2695L656 ．8290 × 110x 　 6x2257 ．91 ．21 ↑ ↑ ↑ （1） S
HB 牛 32750 ↑ ↑ ↑ 28653 ．158 ．3330x 査10 × 12x2278 ．01 ．06 ↑ ↑ 無 2B
HB44 ↑ ↑ ↑ ↑ 28053 ．058 ．0 ↑ ↑ ↑ ↑ 6．0 ↑ 2B
HB ↓ 5 ↑ ↑ ↑ ↑ 28653 ．158 ．3 ↑ ↑ ↑ ↑ 45 有 1BC
HB4 −6 ↑ ↑ ↑ ↑ 25853 ．056 ．8 ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 無 （3） BC

cMcB ，　 cMcs ：RC 柱 の 曲 げ，せ ん 断耐力計 算値 　 cMbB ：S梁 の 曲げ耐 力計算 値　 （接 合部芯 モ
ー

メ ン ト換算）

破壊 形式　S ： 「せ ん 断破 壊型」，B ： 「支圧 破壊 型 」，BC ： 「支圧 一柱 降伏 型」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表一 2　 鋼材 の材料試験結果

覲轟
フ
ープ簪 D10＠ 75

HB1 洲 一ス’柱断 面

一1

軸力　　 　　 　　 3聞

＿ 屬1・
　　 　 主 膨 12・022 ’1’
　　　 7 一ブ2・013＠80

　　　　　　HB2 シリース’柱断

； 　　　　　　　　　：
‘

： 3

一 菫鶚轟
7旧
職 嬲 柱 甑

L
図
一 2試 験体形状

ウ エ ブ

コ ン ク

梁

梁
・柱千

ふ さ 9板

　 　 　　 　 　 　 i
図一 3　 接合部変形
　　　　測定位置

一le84一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstrtute

　 3 ．接合部破壊形式 の 分類

　 3 ． 1破壊経 過 と接合部 バ ネル の 変 形性 状

　 國 一 4 は 、 破壊経 過 を詑 した梁荷重 一全体変形 t5

関係 と、梁荷重 一
接合部パ ネ ル の せ ん 変形角関係

を 、 典型的 な例 と して HB4 −2とHB4 −3に つ い て示 し to

た もの で ある 。 両試験体 は ふ さぎ板は有す る が 、

HB4 −2 は 直交梁が あ り、HB4 −3に は直交梁が な い
。

　破壊経過 と して は、HB4 −2 は接合部内の ウ ェ ブが

比較 的早 い 段階か ら部分的 に 降伏 し、 こ れ に よ っ

て 剛性 が低下 して い る 。 その 後 、ウ ェ ブが全 面降

伏 した後、荷重 はほ ぼ
一定値 を示す 。 HB4 ・3は、　

PG
　Oen｝

ウ ェ ブ が部分降伏す る 以 前 に剛性が大 き く低 下 し

た 。 こ れ は、梁フ ラ ン ジ も降伏 して い ない こ とか 15

ら、支圧部の コ ン ク リ
ー

トの 損傷 に よる もの と思

わ れ る 。 その 後 、 ウ ェ ブ が 降伏 し始め 、剛性 が低 tO

下 しなが ら最大変形時に最大荷重 を示 し て い る 。

　一方 、 せ ん断変形角に つ い ては 、HB4 −2で は ウ ェ

ブ の 変形が 先行 し 、 続 い て 外部 コ ン ク リー ト、ふ

さぎ板 の順 に 変形 して い る。 HB4 −3で は ウ ェ ブの 変
06

形 は H64 −2 と ほ ぼ 同 じで あ る が 、 外部 コ ン ク リー ト

の 変形は小 さ くHB4 −2に比べ て 半分程度で あ る 。

　 図
一 5 に最大耐力時の 外部 コ ン ク リ ー トの せ ん

断変形角 γ c を示 す 。 γ c は 直交梁 の 有無 で明 らか

に異 な っ て お り、 直交梁の ある方が大 きな値 を示

して い る 。 外部 コ ン ク リ
ー

トの 変形 で あ る γ c が大

き い こ とは 、 接合部が 一体 と して変形 し大 きなせ

ん 断力 を負担す る こ と を示 す 。 したが っ て 、 直交

梁が せ ん 断 抵抗に 有効 に 作用する こ と が わ か る 。

　 3 ． 2S 梁の め り込 み回転角

　本実験 で は 、梁 フ ラ ン ジ か ら の 支圧 作用 に よ

り、 S 梁が柱 コ ン ク リ
ー

トにめ り込 む現 象が 全試

験体で見 られ た 。 接合 部の 支圧 破壊 を検討す る う

え で は 、 こ の め り込み の 程度が重要 な因子 であ る

と思 わ れ る 。 そこ で 、 図一 6 に示す方法 に よ り、

S 梁 の め り込 み 回 転 角 φを実験 結 果 か ら算出 し

た 。 す な わ ち、測定 した ウ ェ ブ の 4 隅の 動 きが 、

隔
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図
一 5　外 部 コ ンク リ

ー
トの せ ん断変形 角

接合部 内の フ ラ ン ジ の 動 きで ある とみ なせ ば 、こ
↑
＿．

れ か ら求め た変 形 ft　Rcw に は柱の 変形角 と梁の め

り込 み 回転角 φが含 まれ て い る こ とにな る 。 柱 の　　　 （

変形角 を コ ン ク リ
ー

ト部 で求め た変形角 Rcc とす　図
一 6
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れ ば 、 Rcw か ら R   を差 し引 い た もの が梁 の め り

込 み回転角 φとな る 。

　図
一 7 に め り込 み 回転角 φの 推移 を示す 。 た だ

し 、 HB 　1−1，　 HB 　1−3〜6に つ い て は 、ウ ェ ブ の 変形

を測定 し て い ない ため示 され て い な い 。 変形角 R

に 対する 回転角 φの 推移 を直交梁の有無で 比較す

る と、直交梁が ある場合 、 変形角が 大 き くなる に

つ れ て φの 増加率が や や 低下す る の に対 し、 直交

梁の な い 場合、 φは ほ ぼ直線的に増加 して い る。

また 、 直交 梁がある場合 、 各試験体 の φの 最大値

は 20〜3011000radで あ る 。 ふ さ ぎ板の 厚 さ の み が

異 なる HB2 ・3とHB2 −6を比較す る と、ふ さぎ板 の 厚

φ　（×io
−3
　rad）
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40

　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　 30

い HB2 −3の 方が φは小 さ くな っ て い る 。

一
方・直 　20

交梁 の な い 場合、各試験体の φの 最大値は 30〜45／
　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 Io
1000radで あ り 、 直交梁の ある試験体 よ り大 きく

な 。 て い る ． ふ さ ぎ板が恥 方の eが小 さ くな る
゜
・

の は ・直交 梁 の あ る 場 合 と同様 で あ り （HB4 一
　 図一 7

3
，
4） 、 ア ン グ ル で 支圧部 を補強 した もの では φは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 γ 。（× 10
’3rad

）
さ ら に 小 さ くな っ て い る （HB4 −6）。 　　　　　　 25

　 図一 8 は、最大耐力時 に お ける外部 コ ン ク リ
ー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 20
トの せ ん 断変形 角γc と S梁 の め り込み 回転角 φの

関係 を示 した もの で あ る 。γ c と φの 関係 に お い て 　 15

も、直交梁 の あ る試験体 とない 試験体 と で は明確　　　

に 区分 され て い る 。 全 体的 な傾 向 と して は、直交　
10

梁の ある試験体では 、γ cが大 きくφが比較的小 さ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5
くな っ て い る の に 対 し 、 直交 梁の な い 試験 体で

は、逆 に γ C が小 さ くφが大 きくなっ て い る 。 ただ　　00

し、 直交梁 の あ る 試験体 の うちで ウ ェ ブ の 厚 い

HB4 ．5、お よ び 直交梁 の な い 試験体 の うちで ア ン　　図
一 8

グ ル で 支圧部 を補強 した HB4 −6は 、 そ の 中閧的 な

位 置づ け に な っ て い る 。 こ れ ら　　　　 表 一＿3
の 試験体 に共通す る の は、ウ ェ

ブ や ふ さ ぎ板 に比 べ て 比較的早

期・
に柱主筋が降伏 して い る こ と

である 。

　 3 ． 3 接合部破壊形式の 分類

　 以 上 に述 べ た荷重一変形関係

にお け る各部の 降伏状況 、 ウ ェ

ブ， コ ン ク リー ト，ふ さ ぎ板 の

変形姓状 、お よ び梁の め り込み

20 　40　　　　　 60
変形角R（×iOJ3　rad｝

（2）直交梁なし ｝B84銀威 騒 m ｝i一…一・…一・・一・
？
一・一…’’”「’…凾昌’”

曾
’゚…’

　　　　　　H蝋 ・，崎 m   　 i〆 づ……‘’…’…’…
噌

……鹽’’”凾’”昌”
：蓼
’“

ツ
’
暫 ン

開’……

　　　　　　　… 髴
ノ

臆・・・・・・・・・・・…　 四・・…四唱・・‘・囲・　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
門

　
‘’’”

　
孕’鹽’巳開

　
’脆

　　　　　　覊 　 ・
脳 耐

…

蓼’ノ

≡
脚 輯 鏐 徽

…

20 　40　 　　　　 60
変形角R（×10

’s　rad）
S 梁の め り込 み 圓 転角 φの 推移

雪0 　 　 20 　 　 30 　 　 40 　 　 50

　　　　　　　　　 φ （XIO
’s

　tad》

コ ン ク リ
ー トの せ ん 断変形角 γ c

とめ り込み圓転角 φの 関係

接合部破壊形式 と試験体の破壊性状

破壊形式 降伏状況 せ ん 断変形　 （ ） め り込み 回転角 （ ）

「せ ん 断破壊」

ウ ェ ブ，ふ さぎ板

の 順 に全面 降伏に

至り、 耐力は ほぼ
一
定 となる 。

他 の 破壌形 式 に比
べ て γ cが大 きい 。
γ   （15〜25y1000

≠の 増加 は 最終付
近 で 減少す る。値 は

「支圧 破壊」よ り小 さ

い
。 20〜301000

「支圧破壊」

ウ ェ ブは全 面 降伏

す る が、その 後も

耐力は潮増する 。

ふ さ ぎ板 は全面 降

伏 しな い

「せ ん 断破壊」に比

べ て γcが極め て小

さい 。 （γc略 ノ1000）
また γ 。 《γ w で あ
る。

　は 最終変形 まで

轟　 的 に増加 す る。
は、「せ ん 断破壊」よ

り大きい
。

30〜45　 000

「支圧一柱 降伏」

ウ ェ ブ，ふ さ ぎ板
は 「支圧破 垠」とほ

ぼ 同様である が、
柱主筋が降伏す る。

ほぼ γ偶 γ wであ
る 。値 は r支圧 破貘」
にや や 近い 。
　 c＝1　 1000

総鰈 髦嘉霧
が、値は 「せ ん 断破

刷 とほ ほ等 しい 。

γ c ：　 コ別
一トの せ ん γ w ：ウ ェ ブの せ ん 断変 院
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回転角 を総合的 に評価 して 各試験体 の破壊形式 を分類 した 。 破壊形式 と して は 「接合部パ ネル の

せ ん断破壊型」 ，　 「支圧破壊型」お よび 「支圧
一

柱 降伏型」の 3 種類で ある 。 分類結果 を表一 1

お よび図 一 8 に示す 。 また 、 各破壊形式 に分類 した試験体 の破壊性状 を比較して表
一 3 に示す。

　 こ の 結果 、 直交梁の 無 い 試験体で は 、 接合部が せ ん 断破壊 した もの は無 く、支圧 破壊型 あ る い

は 支圧
一柱 降伏 型 の 評価 に な っ て い る。 なお 、 「支圧 一柱 降伏型」 に分類 した試験体 は 、 前述 し

た比較的早期 に柱主 筋が降伏 したHB4 −5， 6で ある 。 こ れ ら は柱降伏は して い る もの の 、接合 部の

せ ん 断耐力 の 確保や 支圧部 の 補強に よ り、 RC 柱 の コ ン ク リ
ー トの 圧縮 応力 が増大 し、支圧 部 の

損傷 も大 き くな っ て い る こ とが 推測 され る た め で あ る 。 そ こ で 、本報 5 章で は、こ の 「支圧 一柱

降伏型」 も支圧 破壊 型 とみ な し、実験 時の 最大耐力 を支圧 耐力 と評価す る こ と と し た 。

　 4 ．せ ん断耐力の検討

　表一 4 に 「せ ん 断破壊型」 の 試験体 の 最大耐力を既 往の せ ん断耐力算定式［2 】
〜

【4 】に よ る 計算

値 と比較 して 示す 。 こ こ で 、文献［2］（JCI）の 「接合部 コ ン ク リ
ー

トの 拘束度 に応 じた有効係数 」

KsRcは 1．07 と した 。 文献［3］（SRC 規準）の 適 用で は ふ さ ぎ板の せ ん断補強効果 は無視 した 。

　計算値 に対す る実験値の 比率 は 、 文献［2 ］
〜

［4 ］式の 平均値で LO9
，

1．10
， 0．94で あ り、せ ん 断

破壊型の 最大耐力 は こ れ らの算定式で概 ね評価 で きて い る。文献［2］，【3】式で は 、 柱 と梁の せ い

の 比Dc／Db が大 きい HB2 −5，
4−2で 実験値が やや高め に な っ て い る 。 また、 コ ン ク リ

ー
トと ウ ェ ブ

の 耐力 の 和 で 表 され る文献［2】，【3 】式 に お い て 、 累加耐力はほ ぼ等 しい もの の 、それぞれ の負担

力をみ る と両式 で差が あ り、 各部位 の 評価方法 が異なる こ とがわ か る 。 文献［4 ］式で は 、 全体的

に 実験値が や や 低め に な っ て い る 。 そ の 主 な理 由 は、ふ さぎ板 の 厚 さが文献［4 ］ （32mm ） よ り本

実験 （45   ）が厚い もの の 、文献［4 ］式 の ふ さ ぎ板の 有効率よ りも小 さ V ・ため と思 わ れ る 。

　 5 ．支圧耐 力の 検討

　 5． 1支圧抵 抗機構 と有効梁幅

　図
一 9 に、文献［5 ］に 基 づ い て 設定 した支圧抵抗機構 と 、 支圧 耐力 MjB （式（1）） を示す。

　式（1）の Bbe は支圧 に対す る有効梁幅で あ り、これ を実験結果か ら求め た 。 図
一 10 に、梁幅Bb

に対 す る有効梁幅Bbe の 比率 を示す 。 図の横軸 は 、 ふ さぎ板 の厚 さ （tP）に対す る ふ さぎ板の ウ ェ

ブ か ら の 長 さ （（Bc −tw ）ノ2）の 比 率で あ り、本報で は こ れ を ふ さ ぎ板 の 幅 厚比 と称 す る 。 ま た 、同

図に は 、支圧
一柱降伏型 試験体 の 結果 も記 した 。 ふ さ ぎ板が 2．3  お よ　 　 　 1

び 45   で 直交 梁禰 強 の な い 試験体の BbelBb （図中●）の 平均値は2．6

表 一 4　 せ ん断耐力の 実験値 と計算値

実　 験 　 値 計 算値 （接 合 部 芯 モ ーメ ン ト換 算 ）

文 献 ［2】 （Jq ） 文 献 ［3】 （SRC 規 準 ） 文 献 ［4］ （坂 口 〉
試 験

体 名

梁 端荷 重
　　［PG

　 （tOn ）

接 合 部芯
モ ーメ ン ト

　　tMJ

　 （t
’m ）

。Ml1

（t
・m ）

tMJ ／oMj1

鵡 2

レ mtM

画 Ml2
副 13

●
’mtMj

’cMj

HBI −619 、854 。3535 且．Ol53 ．51 ．Ol60 ．80 ．89

HB2 −318 ．951 ．949 ．3LO548 ．7LO756 ．10 ．93

HB2 −517 ．849 ．042 ．21 ．16415L1850 ．20 ．98
HB2 −617548 ．049 ．909649 ．10 ．9849 ．60 ．97

HB4 −L12 ．349 ．143 ．51 ．L343 ．91 ．1155 ．00 ．89
HB4 呻211 ．646 ．537 ．1L2537 ．41 ．2448 ．80 ．95

平均 　 　 1．09 平 均 　 　 LlO 平 均 　 　 0．94

（1 ）
’
平面

　 　 　 　 （2） 立 面MjB ＝

Bbe （O．3Dc・2 σ B ・0．7Dc ）
　 　 　 　 　 　 　

”
（1）

図一 9　 支圧抵抗機構
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で あ る 。 梁幅に の み 支圧 プ レ
ー

トを用 い た HBI −5

で は 2．4 で あ り、同 じ板厚 の ふ さ ぎ板 を用 い た場

合 と大差 な い 結果 とな っ て い る 。 ふ さ ぎ板の厚い

HB4 −4 で は 3．2 、 直交梁の ある HB4 −5で は 3．3、ア

ン グ ル 補強 の HB46 は4．1であ り、こ れ らが支圧抵

抗 に 大 き く寄与 して い る こ とが わか る 。

　 5． 2 せ ん 断耐力 と支圧 耐 力 の 比 較

　前項の 有効梁幅比に 基づ き、せ ん 断破壊型の支

圧 耐力 を式（1）よ り求め、文献【2 ］
〜

［4 ］式 で 得 ら

れ る せ ん 断耐力の 計算値 と比較す る 。 こ こ で 、有

効 梁幅比 は接合部形状 に応 じて 3．3と した。

　表 一 5 に せ ん 断耐力の 計算値 に対す る支圧耐力

の 計算値の 比率 を示す 。 接合部パ ネ ル がせ ん断破

壊 を示 した試験体 の せ ん 断耐力 と 支圧耐 力 の 比 率

は 、 せ ん 断耐力 を文献［2 ］式で算定 した場合 に は

0．96〜1．40 （平均値 L18） 、 文献［3 ］式の 場合 に は

0．96〜L39 （平均値 L19 ） 、 文献【4 ］式の 場合 に は

0．85 〜1．13 （平 均値 1．01 ）と な っ て い る 。 こ の こ

とか ら、破壊 形式が せ ん断破壊型 とな る 目安 は 、

支圧 耐力 を式（1）で 、せ ん 断耐力 を文献［2 】
〜

【4 ］

有効梁幅比　Bbe　tBb
5

4　

3

2

t

00
20　　　　40　　　　60　　　　80　　　　100

　　　　　　・・ぎ板・駟 比 」計
図一 10 　 有効梁 巾比

表一5　計算値 に よ る支圧耐力 とせ ん断耐力の 比較

せ ん断耐 力の 計算　〔1）式
に よる

支 圧耐力

の 計算値

cMIE

（1卩皿）

文献2式σCD 文醐 式（SRC規準） 文献4式‘坂ロ〕
齦

儲
cMl1
｛【
・
 

幽
cM11gMl2 （L 皿 ）

幽
cM μ

岬
〔い 衂

血

岬

HBL 遜 51653509653509660 ．8 α85
HB ｝ 35484931114871 ．1356 ．1 α98
HB2 −556 ．24221 ．33415L3550 ．2L12
HB2 ｛ 558499112491ll4496 匸13
HB 牛 且 50，64351 ．1643 ．91 ．1555 ρ 093
HB4 −251 ．837 ．1L4037 ．41 ．3948 ．81 ．06

支圧 耐力世 ん 断酎力

　　 の 平均値
1．18 1．19 1ρ 1

で 評価 す る場合 に は 、 支圧 耐力 をせ ん断耐力の 1．0倍 〜L2 倍以上確保す る こ とが必要で ある 。

　 6．ま とめ

　本研究 は 、 柱 梁接合部の 加力実験の うち、特 に接合部破壊 を生 じた試験体 を対象 と して、接合

部 の 破壊性状 ， 耐力 に つ い て 検討 を行 っ た 。 そ の 結果か ら 、 接合部の破壊形式 と し て 、　 「せ ん 断

破壊 型」、　「支圧破壊型」お よ び 「支圧
一柱降伏型 」の 3 つ に 分 類 し、各破壊形式 ご と の 最大耐

力 に つ い て 考察 した 。 以上 の 検討結果 をまとめ る と以下 の 通 りで あ る 。

　i） 接合部の 破壊形式の 差異は 、 接合部 を構成する ウ ェ ブ，コ ン ク リー ト，ふ さ ぎ板 の 破壊過

　　 程 や 変形性状 、 コ ン ク リ
ー

トに対 す る S 梁 の め り込 み量 の 違 い に現れ る 。

　li） せ ん断破壊型 の 最大耐力 は、既往の せ ん断耐力算定式に よ る結果に ほ ぼ対応する 。

　丗 ）設 定 した支圧 抵抗機構か ら求め た支圧 の 有効幅 に よる と 、 直交梁や支圧 部 の ア ン グ ル補

　　 強が 支圧 抵抗 に有効 で あ る 。
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